



































① 開発とは、工業化である。 そのため ① 開発は、経済的技術的側面ばかりで
には、技術の進歩が必要であり、経済 はなく社会的文化的側面も重視すべき
成長こそ目標である。 である。

















































合には、この開発観の見直しは別の意味も持つ。それは、開発途上国に対するマイナス ・ イメ ー
ジの背景には、歴史的に形成された近代化論的な開発観があると考えられるからである。高校生
に対するアンケ ー トの結果でも「政治 ・ 経済 ・ 科学技術などの遅れた貧困な後進国」と認識され
ていると報告されている（注7)このような認識を変えるためには、その認識の背景となってい
る開発観を見直させる必要があろう。その点で「もう一つの開発」の事例を教材として学習する










ても、講義方式だけではなく、 ロールプレイング、 シュミレー ション、 ゲー ム、 コネクション リ









私が滞在したのは、 タイ東北部チャイヤプーン県のノ ーンヤプロン村だった。 バン コクからバ




なった。 8月は雨期で稲作の農繁期、 2·3月は乾季で農閑期であった。 最初の調査では東京外




(2) DA I SAC Nの開発観
DAI SACN (ナコ ン ラチャシマ司教管区セン ター ）は、 タイのカトリック系の開発NGO
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筑波社会科研究 第9号(1990)
であるCCTD Cタイカトリ ック開発協議会）の 1 部局である（注 8) 。ナコンラチャシマ、プ
リラム、チャイヤプーン の3県内28 カ村で開発プロジェクトを持っている。主な活動分野は、農


























ても土壌がやせているため、米の生産性が低い。 1ライ(0. 16ha) 当たり20タング（約200kg)が
目安とされており、それは全国平均の約 3分の2 である（注15)。これでは、平均的農家でも降





は、 ケンクロー から1袋230バー ツで共同購入している。化学肥料は、 農業経費中最大のもので
ある（注1 6)。 また、 村人のほとんどは自作農であるが、 土地を持たない6世帯の農家もある。
彼らは小作や農業労働( 1日1 人20バー ツ）、 そして出稼ぎなどで生計を立てているが、 生活は
苦しいようだ。 農業経費の増大、 消費財の購入の増加によって出費が増え、負債が問題となって
いる。 大土地所有者3 名と土地無農民3 名の負債を比較すると次のことが言える。前者が土地、
機械の購入など生産目的で銀行など公的機関より多額(10000,...__,30000バー ツ）の借金をしている
のに対して、後者は少額( 500,...__,3000バー ツ）であるが、 米や生活必需品購入のために友人や高利
貸しなど私的機関から借金をしている。 私的機関の利子は、日利 5 %、年利50,...__,70%と銀行の年
利1 2%よりもかなり高 く、負債目的と考えあわせても土地無農民 への圧迫のほうが強いと思われ
る。 出稼ぎも盛んである。特に、毎年 農閑期の1 月,...__,4月中旬には村人は一斉にタイ西部のカン
チャナプリヘさとうきび刈りにでかける。1989年3 月には、村人の約半数に当たる2 20名あまりが




負債や出稼ぎなど問題に拍車をかけそうなのが、198 7年11月の電化である。 この村は、 まだ自
給自足的性格が色濃く残っており、 機織り、日 用生活具作りや、 自家消費用の米・野菜の栽培も
行なわれている。 しかし、 電化以後、照明器具だけではなく、 テレビ(13軒）、 ラジカセ(10軒）
扇風機、冷蔵庫など電化製品を持つ家庭が急速に増えている。 テレビは、娯楽、情報の提供など
プラス面も多いのだが、1台5000,...__,8000バー ツのものの購入は平均的年間農業収入が、10000バー
ツ程度のこの村の農民 にとっては過重な負担と思われる。 このことをワ ー カ ー のガイさんも憂慮
していた。
















村人の多くは仏教徒であるが、 ピ ー （精霊） の信仰も根強く、また16世帯にわたって40人のカ

















































グループが的確であると認めた村人 6 家族に、水牛を購入する資金として6000バ ーツずつ貸与し
た。貸与された資金は、現金で毎年1000バ ーツずつDAISACNに返済される。水牛が子供を

































まず、 「開発」のあり方の見直しにより、開発途上国にたいするマイナス ・ イメ ー ジを見直す




の要素を備えている。「貧しい」「遅れている」などのマイナス ・ イメ ー ジの背景には、「開発」
とは西欧型近代化であり、 開発途上国は、西欧諸国がたどったのと同じ発展段階をたどる」とい
う見方があることは先に見た。その点でDAISACNの開発活動は、もう一つの新しい開発の






次に、民衆が「開発の主体」として位置付けられていたかどうかを検討してみる。 DAI SA 
CNの開発活動では、米銀行などのプロジェクトが、村人の組織によって自主運営されており、





















































2. プリントで村民会議の場面設定および役割 プリント —一農村概要、
分担を説明し、役割を決める。 地図、生業村民会議のテ


























主題学習 南北問題 ー その克服のための開発途上国の人々の努力
中学校 地理的分野(1)世界とその諸地域 一 東南アジアの農村問題
(3) 国際社会における日本 一 国際協力のあり方を考える






















(1) この表は、主に室靖「国際開発における新動向と80年代の開発協力」、 『国際開発論 一 国
際開発論 64』 国際政治学会 1984年、および武者小路公秀「現代における開発と発展の諸




育基本文献集 l 』1985年 P27,-..,28、および田中治彦「日本における開発教育の現状と課題」
上掲書p73,-..,75参照。
(3) 開発教育協議会『開発教育ハンドプック』1985年 p 2 参照。
(4) 城戸一夫「高校生のアジア認識」、村井吉敬、城戸一夫、越田稜『アジアと私たち』三一書





そのほか赤石和則「開発問題・南北問題に対する高校生の意識に関するアンケ ー ト調査 一
我が国の開発教育についての一考察 一 」、東和大学紀要 No. 7 1981年 p 1,,....,10参照。 赤
石氏の調査は、1980年に都内三校の1001人の高校生を対象として行なわれた。 それによると、
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「『開発途上国』という言葉から何を連想しますか？」 （全 6選択肢， 複数回答）という質問
に対して、 1位「産業・工業が発達していない」69%、 2位「多くの人々が貧しい生活をして
いて、栄養不良も多く不衛生で病気が多い」60%、 と答えたものが多かった。
(5) 金谷敏郎「開発教育とは何か？」開発教育実践研究会 前掲書p 13 5, および甲斐田万智子
「私の進めたい開発教育」 同書pgz,.....,93参照。 両論文では， 貧困や飢餓を強調する学習が、
子供達に開発途上国の人々 に対する同情心、憐れみを植え付ける危険性について言及されている。
(6) NG 0とは、Non-goverrnentalorganizationの略で、直訳すると「非政府組織」または「民
間団体」となる、 それは「非政府 、自律的 、 非営利という性格を持ち、組織化された集団」を
指す。 国際協力推進協会『途上国の民間公益組織 (NGO) 実態調査』1985年P z,.....,3参照。
(7) 城戸一夫 前掲論文p47,.....,51参照。 そこでは、 アジアを後進国とする理由についての 答えの
分析から「政治・経済・科学技術の立遅れ」 ＝前近代的後進性＝アジアという意識構造を浮か
び上がらせている。
(8) DA I SACNとは、DiocesanSocial Action Center Nakhon Ratchasirnaの略でナコンラ
チャシマ司教管区センタ ーと訳される。 CCTDとは、TheCatholic Council Of Thailand 
For Developmentの略で、 タイカトリック開発協議会と訳される。 CCTDは、 1975年にタイ
各地に10のDA ISACを持つ現在の組織形態に整えられた。 タイには、 CCTDの ような開
発に係わるNGOが115団体ある。
(9) DA IS AC Nの報告書(1988年8 月2日）より 。
UO) CCTD NEWS LETTER jan -feb,rnar -jun 1983,sep-oct 1985参照。
UV キャッサバ栽培は、60年代半ばから70年代半ばにかけて、 東北部に拡大し、70年代後半には
全国の作付面積の6割以上を占めるようになった。StatisticalYear Book Tailand 1985 ,.....,86 
参照。
U2) 北原淳『開発と農業』世界思想社 1985年 p97参照。
U3) タイ東北部の水田潅漑率は、4.4%に過ぎず、全国の 18.8%や、中部の44.6%と比べて非常に
低い。 北原淳 前掲書p85参照。
U4) 海田能宏、星川和俊、河野泰之「東北タイ・ドンデー ン村；稲作の不安定性」 『東南アジア
研究』 第23巻3号 1985年12月 p253 参照。
(15) Statistical Year Book Thailand 1985,.....,86参照。 チャイヤプー ン県のライ当たり 平均生産
量は、250.0kgでタイ全国の下から2番目。 全国平均は、 ライ当たり3 20. 13 kgである。
(16) 北原淳編『タイ農村の構造 と変動』勁草書房 1985年 p 144 ,.....,145参照。




Q8) 米銀行については、 国際協力推進協会 前掲書 p109およびCCTD News Letter No. 1 -
2 1984 p 5 ,,.._, 7 (邦訳RASA訳『開発はだれのもの？』イエズス会社会司牧センター委
員会事務局 1988年 p 18,,.._,26)参照。
Q9) 水牛銀行については、 'Buffaroes or Power Billers, Cho is of Dignity or Survive CC
TD News Letter No. 6 nov. -dee. 1986 参照。
(20) 池の大きさ 10mX12mX深さ2 m。 DAISACNの報告書より。
(21) タイ政府は、 1975年から村落レベルの開発事業を資金援助する「タンボン計画」を実施して
いる。 このダム建設も同計画による。 北原淳『タイ農村の構造と変動』勁草書房 1987年
p 173 ,,.._,196 参照。
四文部省『高等学校 学習指導要領』 『中学校 学習指導要領』平成元年 3月、および開発教育
実践研究会前掲書 p 25,,.._,52参照。
主要参考文献
赤石和則 「開発問題・南北問題に関する高校生の意識に関するアンケ ート調査 一 我が国の開
発教育についての一考察 ー 」 東和大学紀要 No. 7 1981年
綾部恒雄、永積昭編 『もっと知りたいタイ』 弘文堂 1982年
海田能宏、 星川和俊、 河野泰之「東北タイ・ドンデー ン村；稲作の不安定性」 『東南アジア研究』
第23巻3号 1985年
開発教育協議会 『開発教育ハンドプック』 1985年
開発教育実践研究会 『第三世界と日本の教育 ー 開発教育基本文献集l』1985年
北原淳 『開発と農業 一 東南アジアの資本主義化』 世界思想社 1985年
『タイ農村の構造と変動』 勁草書房 1987年
国際協力推進協会 『開発教育に関する調査研究 一 学校における途上国・南北問題の学習の実
態』 1986年
『途上国の民間公益組織(NGO)の実態調査』 1985年
B・シュナイダー 、 田草川弘訳 『裸足の革命 ー 自立を目指す第三世界の農民たち』
タイ・カトリック開発協議会編、 RASA訳 『開発はだれのもの？ ー タイ・カトリック開発
協議会の 1 0 年』イエズス会社会司牧委員会事務局 1985年
パウロ ・ フレイレ、小沢有作他訳 『非抑圧者の教育学』 亜紀書房 1979年
H·L ・ パー キンス編 三矢亜矢子編訳 『アジアにおける開発の手引き』アジアキリスト教協
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議会(C CA) 日本クリスチャンアカデミ ー
初瀬龍平編 『内なる国際化』 三嶺書房 1985年
水野浩一 『タイ農村の社会組織』 創元社 1981年
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室靖「国際開発における新動向と80年代の開発協力」、 『国際開発論 一 国際開発論64』 国際
政治学会 1984 
諸富忠男編 『タイ国経済概況 1986,...,1987年版』 バンコク日本人商工会議所 1987年
ワリン ・ ウォンハンチャオ・池本幸生編 『タイの経済政策 ー 歴史 ・ 現状・展望』
アジア経済研究所 1988年
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Statistical Year Book Thailand 1985-1986 
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「水不足の村の村民会議」討論資料
(1) 村の概要













② 化学肥料の使用や、 電化（テレビ、 ラジカセ、扇風機など）に伴う消費生活の浸透によっ
て、出費・負債増。







政府からダム拡張への 1000000バー ツの資金援助（無償）の話あり。 ただし、 用水路建設、 ダ
ムの維持費は村の負担。村長は、 同時に有償援助を受けて、水汲みポンプと耕うん機を導入して、
村の発展を図ろうと提案。
(6) プロフィ ー ル
① 村長（ラーン） 48オ、 9人家族、40haの田畑、村全体の発展を強く願っている。
② 長老（カンパ） 61オ、12人家族、 25ha田畑、村人の相談に乗り、尊敬を集めている 。
③ 地主（ソンムット） 42オ、10人家族、16 0haの田畑、村一番の長者。
④ 小農（バイ） 37オ、13人家族、 2 ha、多くの家族を 抱え生活苦しい。
⑤ 主婦（アヌッタラー ） 28オ、 7 人家族、15haの田畑、 家族の健康と幸福を 願う。
⑥ ワ ーカー （ガイ） 26 オ、 バンコク出身の大卒の女性、市民団体スタッフとして村人の自
立のために尽力。
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ノ ー ンヤプロン村の地図 ノ
ー ンヤプロン村の位置
役割シ ー ト








主婦（アヌッタラ ー） ワ ー カー （ガイ）
作物が今よりも取れ、出稼ぎに行かなくて ダム建設や、ポンプ・耕うん機の導入は、
よくなると良い。 ダムよりも水道、道路、病 後の負担のことも考えて、慎重に対処すべき
院を望む。 だ。 早急な発展は、村内の格差を広げる。
-30 -
